
看護学科 カリキュラムチャート
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いのちと生活を理解する 看護技術を実践し看護実践能力を高める自立心を育て行動力を発揮する「知識」を「行動」に変える

DP1 多様化・複雑化する社会を
理解する力

DP6 論理的に考え伝える力看護学科ディプロマ・ポリシー

〇看護の対象者の生活を理解するための幅広い教養や基礎知識を修得している

〇看護の対象者の生活や健康を支える身体心理社会的要因についての情報を
収集し、論理的思考力を用いて分析することができる
〇援助が必要な人の状態を明確にして、援助の根拠を説明することができる
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DP2 “生きること”につながる専門性
〇生活者としての看護の対象者を支援するために必要な専門的知識を修得している
〇生活者としての看護の対象者を支援するために必要な専門的技能を修得している

DP7 新たな価値を創造する力
〇看護の対象者に起こりうる事態を予測し、問題解決能力を用いて、最善策を
導き出すことができる

DP8多様な人々と協働する力 〇看護の対象者に関わる人々との連携の必要性を理解し、建設的な関係を築く
ことができる

DP3  自他を尊重する姿勢

〇自らの価値観に向き合いながら、看護の対象者の価値観を尊重し、生命の尊厳と人権尊重を基
盤とした倫理観を有している

〇自らの価値観に向き合いながら、看護の対象者の価値観を尊重したコミュニケーション能力を身
につけている

DP4 失敗を恐れず挑戦する姿勢
〇今後の社会の変化を予測しながら、プロフェッショナルな看護師として社会に貢献する意欲を持って
いる
〇看護師として、試行錯誤しながら、生涯にわたって自分を高めていこうとする意思・意欲を持っている

DP5 逆境や困難に対応する
しなやかな姿勢

〇看護を取り巻く様々な課題に柔軟に対応するためのしなやかな姿勢を身につけている

基礎看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ

成人看護学実習（慢性期）

成人看護学実習（急性期）

老年看護学実習

小児看護学実習

母性看護学実習

精神看護学実習

地域・在宅看護学実習

卒業演習

統合看護学実習

看護マネジメント

災害・国際看護論

成人看護学Ⅱ（慢性期）

成人看護学Ⅱ（急性期）

老年看護学Ⅱ

母性看護学Ⅱ

精神看護学Ⅱ

在宅看護学Ⅱ

チャイルドディベロップメンタルアプローチ

グループアプローチ

看護研究方法

リハビリテーション学

チーム医療論

疫学

看護英語基礎

看護薬理学

保健医療福祉制度

医学英語

解剖生理学Ⅱ

臨床病態栄養学

看護応用統計学

疾病治療概論

微生物学と感染防御

栄養代謝学

情報活用の基礎

解剖生理学Ⅰ

看護学概論

小児看護学概論

成人看護学概論

看護援助論

老年看護学概論

母性看護学概論

精神看護学概論

在宅看護学概論

成人看護学ⅠA

小児看護学Ⅰ

アクティブエイジング

成人看護学ⅠB

老年看護学Ⅰ

母性看護学Ⅰ

精神看護学Ⅰ

在宅看護学Ⅰ

サポーティブケア

ウィメンズヘルスケア

家族看護学

地域看護学

看護アセスメント演習
基礎看護技術演習Ⅲ

小児看護学Ⅱ

基礎看護技術演習Ⅰ

基礎看護技術演習Ⅱ

初期演習Ⅱ

初期演習Ⅰ

共通教育科目・MUKOJO＋MORE [ﾑｺｼﾞｮﾌﾟﾗｽﾓｱ]

本図は下記に で示すディプロマ・ポリシーを
達成するために必要な科目の流れと

順次性，科目間のつながりを示しています
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